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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社アイネット  

 

[企業 ID]  9600 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2024年 3月期決算説明会  

 

[決算期]  2024年 3月期 通期  

 

[日程]   2024年 5月 16日  

 

[ページ数]  27 

  

[時間]   16:00 – 16:25 

（合計：25分、登壇：23分、質疑応答：2分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2名 

代表取締役 兼 社長執行役員  佐伯 友道（以下、佐伯） 

代表取締役 兼 専務執行役員  内田 直克（以下、内田） 
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登壇 

 

司会：本日はお忙しい中、株式会社アイネット 2024年 3月期決算説明会、ライブ配信にご参加い

ただき誠にありがとうございます。早速、決算説明会を開始いたします。 

まず初めに、本日の出席者をご紹介いたします。株式会社アイネット代表取締役兼社長執行役員、

佐伯でございます。 

佐伯：佐伯でございます。 

司会：代表取締役兼専務執行役員、内田でございます。 

内田：内田でございます。 

司会：続きまして、本日の流れをご説明いたします。まず初めに、佐伯、内田より、決算説明をさ
せていただきます。その後、質疑応答のお時間とさせていただきます。 

質疑応答につきましては、Zoomアプリの Q&A機能に決算説明会開催の間、質問を受け付けてお

ります。Zoomアプリ画面上の Q&A ボタンを押していただくと、質問のための画面が表示されま

す。ご質問のある方は、会社名、お名前、質問事項をご入力いただき、送信ボタンを押してくださ

い。 

なお、本日はお時間の都合上、全ての質問に回答しかねる場合がございます。あらかじめご了承い

ただきますようお願い申し上げます。 

それではお時間となりましたので、始めさせていただきます。佐伯社長、お願いいたします。 
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佐伯：改めまして、アイネット社長の佐伯でございます。当社決算説明会にご出席をいただきまし
て、誠にありがとうございます。本日はオンラインにて開催をさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

それでは、2024年 3月期決算に関するご説明を始めさせていただきます。 
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本日の説明内容でございます。 

最初に、2024年 3月期の業績の概要をご説明いたします。そのあとで、事業を統括しております

専務の内田より、財務状況、サービス別の状況についてご説明いたします。 

それではまず、業績のサマリーです。 
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まずは 2024年 3月期業績サマリーです。数字はご覧の通り、売上高 377億 6,300万円、前期比

7.9%増。営業利益 28億 8,700万円、前期比 35.6%増。親会社株主に帰属する当期純利益 21億

9,700万円、前期比 63.6%増となりました。 

売上高、営業利益ともに過去最高を更新いたしました。 

売上が伸びた要因について、ご説明いたします。 

情報処理サービスはクラウドサービスが好調であり、ガソリンスタンドなどのエネルギー産業向け

のサービスも順調に推移しました。また、過去業績が厳しかったメーリングサービスも復調してお

り、増収に転じております。 

システム開発サービスは、得意分野である金融や流通業向け開発案件が増加しており、順調に推移

しております。 

営業利益も前期比で大幅に増加いたしました。 

前期は電気料金の高騰などにより利益が伸びませんでした。当期は原価の見直しと、サービス価格

の改定により利益を確保することできました。結果として、親会社株主に帰属する当期純利益は投

資有価証券の売却益も加わり、過去最高となる 22億円に達しております。 
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次に、2024年 3月期の四半期毎の業績をご説明いたします。 

比較のため、前々期、前期と並べてお示ししております。 

当期は第 3四半期まで順調に推移しました。第 4四半期は、売上高については前年同期比並みを維

持することができましたが、利益は伸び悩みました。要因は一部システム開発案件が遅延したため

です。期末に引当処理をしたため、第 4四半期の利益に影響を与えました。 
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ここからは専務執行役員の内田がご説明いたします。 

内田：内田でございます。それでは、連結貸借対照表についてご説明いたします。 

2024年 3月末の総資産残高は 376億 700万円となり、前期比で 49億 7,700万円増加しました。

総資産が増加した要因は、主に投資有価証券が 13億円、現預金が 30億円、それぞれ増加したこ

とによるものです。 

株式市場が順調であったため、投資有価証券の評価額が膨らんだこと、および業績好調で、営業キ

ャッシュフローが潤沢となったため、期末の現預金残高も膨らみました。 
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次に、連結キャッシュフローについてご説明いたします。 

2024年 3月期は営業活動で得たキャッシュフローが 66億円に達しました。業績が好調であった

ことによるものです。設備投資が一巡したこともあり、結果としまして、期末の現預金が 53億円

まで積み上がっております。 
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サービス別の状況についてご説明いたします。 

まずは情報処理サービスの当連結累計期間の売上高と売上総利益の構成、そしてその増減要因につ

いてご説明いたします。 

情報収集サービスは、データセンター・クラウドサービス、ガソリンスタンド向けの受託計算サー

ビス、およびメーリングサービスの 3つで構成されております。 

向かって左下の円グラフをご覧ください。情報処理サービスの売上高の構成を示しております。

2024年 3月期売上高は、データセンター・クラウドサービスが 81億 7,000万円となり、情報処理

サービスの 55%を占めております。 

以下同様に、ガソリンスタンド向けの受託計算サービスが 43億 4,700万円で 29%、メーリングサ

ービスが 22億 8,700万円で、16%となりました。 

向かって右上の棒グラフをご覧ください。情報処理サービスの売上高の増減要因について記載して

おります。当期は 3つのサービス全てで増収を確保しております。 

向かって右下の棒グラフをご覧ください。情報処理サービスの売上総利益の増減要因について、サ

ービス別に記載しております。データセンター・クラウドサービスにおいて、原価抑制とサービス

価格の見直しをしたことにより、売上総利益は前期比 7億円の増加となりました。 
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受託計算サービスは、新しいガソリンスタンド向けのお客様が増えている一方、自社システムへの

追加投資に伴う償却負担が増しております。メーリングサービスは好調に推移しており、前期比で

増益を確保しております。 
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次に、システム開発サービスの当連結累計期間の売上高と売上総利益の構成とその増減要因につい

てご説明いたします。 

システム開発サービスは、ソフトウェアの受託開発とハードウェア受託開発等の 2つで構成されて

おり、ソフトウェアの受託開発が売上高の約 90%を占めております。 

向かって右上の棒グラフをご覧ください。システム開発サービスの売上高の増減について、サービ

ス別に記載しております。 

次に、売上総利益についてご説明いたします。向かって右下の棒グラフをご覧ください。売上総利

益の増減要因について、サービス別に記載しております。 

ソフトウェア受託開発が 1億 8,600万円の増加となっております。受託開発案件で一部開発が遅れ

たため、利益は伸び悩みましたが、受注案件増加に伴う増収益により、システム開発サービス全体

は前期比 3.3%の増益となりました。 

ハードウェア受託開発等も増益が確保できております。 
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以上、これまでご説明いたしました当社の 2つの主要サービスの過去 11年間の売上高の推移につ

いてご説明いたします。 

当社は、ストック型の情報処理サービスから景気に左右されにくく、安定的な収益を生み出す一方

で、フロー型のシステム開発サービスが景気の波を取り込む形で収益を上乗せすることで、増収基

調を維持してまいりました。 

 

ストック型ビジネスとフロー型ビジネスからの収益が相互に補完しつつ、バランスを取り合うこと

で、全体の収益を生み出しております。 

まずは情報処理サービスについてご説明いたします。 

この 11年間一貫して増収基調を維持してまいりました。データセンター・クラウドサービスの伸

びが著しく、同サービスの 2024年 3月期の売上高は、11年前と比較して約 2.8倍となっておりま

す。 

続いて、システム開発サービスについてご説明いたします。 

この 11年間、社会の動きに業績が左右されながらも、増収基調を維持してまいりました。2024年

3月には 2期連続で過去最高となる売上高 213億円となっております。 

私からは以上でございます。 
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佐伯：続きまして、2025年 3月期業績予想について、ご説明いたします。 

売上高は 404億 2,000万円、前期比 7%増。営業利益は 32億 5,000万円、前期比 12.6%増。経常

利益は 32億 2,500万円、前期比 9.9%増。当期純利益は 26億 2,500万円、前期比 19.4%増を見込

んでおります。 

引き続き、企業を取り巻く経済環境は厳しい状況ではございますが、この業績予想を達成できるよ

う、グループ一丸となり、努力してまいります。 
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次は、株主還元についてご説明申し上げます。 

当社の株主還元方針は、安定的な配当を継続して実施するとともに、内部留保に努め、今後発生す

る資金需要などへの対応を図ることです。これを実現するために、新たに総還元性向 40%以上を

目処として、努力してまいります。 

2024年 3月期の配当金は、年間で 1株 53円となりました。12期連続で増配を実現しました。

2025年 3月期の配当金につきましては、通期合計で前期比 3円増額の 1株 56円を見込んでおり

ます。安定した配当の実施に心がけて、13期連続の増配を目指していく所存でございます。 
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ここからは参考資料であります。 

2024年 3月期の業績をまとめたものです。期初予想への達成度合を示しております。実績は全て

期初の予想を上回ることができました。 
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2024年 3月期の四半期ベースの業績推移です。第 3四半期までは好調に推移してきましたが、第

4四半期では、利益が伸びませんでした。ご説明申し上げたように、システム開発案件で遅れが発

生したことによるものです。 
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サービス別の実績です。 

参考値として、各サービスの営業利益を算出して記載しております。誠に遺憾ながら、システム開

発サービスにおいて、営業利益が前期比マイナスとなってしまいました。これもシステム開発案件

で遅れが発生したことによるものでございます。 
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当社のサービス区分別の四半期売上高の推移となります。 

青色のデータセンター・クラウドサービスが順調に成長していることがおわかりいただけると思い

ます。 
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ここからは、当社の事業戦略についてご説明いたします。 

ご案内の図は、当社グループの事業戦略を表したものであります。 

当社は、データセンターを中心とするプラットフォーム戦略をもとに、事業の展開を進めておりま

す。これまでも当社グループは、提供するサービスを進化させることで成長を続けてまいりまし

た。これからも社会の変化に合わせ、プラットフォーム上のサービスやパートナーを伸ばし、増や

すことで、さらに成長を続けてまいります。 
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プラットフォーム戦略を実現するため、3つの戦術を推進してまいりました。 

自社開発システムのサービス化、戦略的協業パートナーの強化、新規事業の取り組みであります。

自社開発システムのサービス化については、当社の無担保ローンシステム「ローンレンジャー」を

SaaS 化した「ローンレンジャーUC」をこの 1月にリリースしております。現在、複数の金融機関

様や事業会社様とお話を進めております。 

戦略的協業パートナーの強化について、昨年 11月に、クラウドベースで経営管理ソフト

BizForecastを提供するプライマル株式会社と資本業務提携をいたしました。当社でも

BizForecastを取り扱い、販売に協力していく方針です。 

新規事業の取り組みについて、2024年 2月にスタートアップ企業との連携プロジェクトを開始し

ました。新しい技術やサービスを提供する企業と連携することで、当社のプラットフォームを強化

してまいります。現在、複数の企業様と協議中であります。 
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ここでは、当社事業戦略の根幹であるデータセンター新設に向けた動きについてご説明いたしま

す。 

当社は、1998年に第 1データセンターを建設し、データセンター事業に参入いたしました。以

後、現在まで 2ヶ所、4棟、延べ床面積 2万 2,000平米、3,000ラックを提供するまでに至りまし

た。 

ここ数年間、複数の候補地の中から第 3データセンターの建設を検討しております。既存のデータ

センターは 9割近い稼働率に達しております。 

生成 AIの向上もあり、新しいデータセンター建設が経営の最重要課題と心得ております。近い将

来には新たなデータセンター建設を実現したいと考えております。 
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続きまして、当社グループの環境への取り組みについてご説明いたします。 

当社グループは、TCFD提言への賛同を表明し、2040年までにバリューチェーン全体における温

室効果ガス排出量ゼロを目指しております。また、2030年度までに当社のデータセンターで使用

する電力を再生可能エネルギー由来のものに切り替え、温室効果ガスの排出量を 2022年度対比で

50%以上の削減を実現する見込みです。 

当社は、2023年 9月から TCFDコンソーシアムに参加いたしました。気候変動がもたらす事業へ

のリスクと機会について分析と対応を強化するとともに、情報の開示を行ってまいります。 
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次は、当社の社会貢献についてご説明いたします。 

当社は、神奈川県が進める医療的ケアが必要な子どもたちを対象とした映画鑑賞会「ともいきシネ

マ」への協賛をいたしました。本取り組みを支援するために、当社からは参加者の皆様へささやか

ながらブランケットを提供させていただきました。 

また、夏休みのイベントとして、子ども向けにデータセンター見学会を開催いたしました。将来を

担う子供たちに、ITに興味を持ってもらうことを目的としており、参加した方々には大変好評で

ありました。今後もこのような見学会を開催していきたいと思っております。 
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以上であります。 

2024年 3月期業績に関するご説明となります。ご清聴、誠にありがとうございました。 

司会：佐伯社長、内田専務、ありがとうございました。決算説明は以上となります。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：これより、質疑応答に移らせていただきます。質問はございますでしょうか？ 

ないようですので、これにて本日の決算説明会を閉会とさせていただきます。 

決算説明会終了後にご質問がある場合は、スライドの一番後ろのページにあります連絡先までご連

絡ください。 

なお、本日の模様は、後日アーカイブを当社ホームページにて公開いたします。 

本日はお忙しい中、ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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